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ふるさとの

　　　森林を育てる

　　　　　　　森林組合
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と
し
て
の
責
務
を
負
う
こ
と
を
深
く

自
覚
し
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
べ
く

充
実
し
た
事
業
を
展
開
し
て
参
る
覚

悟
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
従
来
か

ら
の
森
林
整
備
事
業
と
木
材
生
産
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
更
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
令
和
七
年

度
か
ら
組
合
の
組
織
改
革
を
実
施
し
、

新
た
に
森
林
経
営
課
の
中
に
独
立
組

織
と
し
て
「
指
導
室
」
を
設
置
致
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
都
市
と
山
村
の
交
流
事

業
、
学
校
や
市
民
に
対
す
る
環
境
問

題
へ
の
啓
発
活
動
、
ま
た
、
自
分
の

所
有
林
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
山
林
所
有
者
に
対
す
る
境
界
確
認

へ
の
協
力
、
さ
ら
に
、
組
合
の
事
業

を
遂
行
す
る
上
に
不
可
欠
な
安
全
管

理
対
策
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
森
林

組
合
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
今
後
の
主
要
事
業
に
な

り
う
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
内
部
に
お
い
て
は
職

員
が
誇
り
を
も
っ
て
職
務
に
専
念
し
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
る
こ
と

こ
そ
、
組
合
員
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
第
一
歩
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
勤
続
年
数
に
応
じ

た
職
員
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度

を
導
入
し
、
給
与
体
系
の
見
直
し
に

も
取
り
組
む
と
共
に
、
新
た
な
能
力

評
価
制
度
の
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、

更
な
る
業
務
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
来
賓
各
位
、
組
合
総

代
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
当
組
合
の
活
動
に
対
し
て

一
層
の
ご
理
解
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

危
機
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

の
森
林
の
多
面
的
機
能
が
改
め
て
評

価
さ
れ
、
森
林
整
備
の
意
義
が
注
目

さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
組
合
の
事

業
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
県

・
高
崎
市
の
手
厚
い
ご
指
導
と
ご
支

援
の
も
と
に
、
お
お
む
ね
順
調
に
推

移
し
、
事
業
総
利
益
は
対
前
年
度
比

一
〇
四
％
の
実
績
を
計
上
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
国
・
県
・
高
崎
市
、
そ
し
て
関
係

機
関
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
令

和
七
年
度
の
事
業
に
取
り
組
む
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
通

り
昨
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
い
道
も
社
会
の
注
目
を

集
め
る
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
森
林
組
合
が

そ
の
有
効
活
用
を
進
め
る
実
働
部
隊

 
令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
開
催

  
第
二
十
四
回
総
代
会
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
　
　

市
川
　
平
治

　
本
日
は
、
ご
来
賓
各
位
並
び
に
総

代
の
皆
様
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

こ
こ
に
通
常
総
代
会
を
開
催
出
来
ま

す
こ
と
に
、
先
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
七
年
度
と
な
っ
て
早

く
も
三
か
月
が
経
過
致
し
ま
し
た
が
、

昨
年
、
令
和
六
年
度
を
振
り
返
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る

経
済
の
混
乱
や
世
界
各
地
で
の
紛
争
、

そ
し
て
、
国
内
に
お
い
て
は
コ
メ
の

狂
乱
価
格
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社

会
情
勢
の
な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
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１．組合員及び出資金

組合員数
（人）

出　資　金

出資口数（口） 出資金総額（円）

1,714 563,078 56,307,800

２．貸借対照表

資　産 負債・純資産

科　目 金　額（円） 科　目 金　額（円）

流 動 資 産 337,813,569 流 動 負 債 61,086,472

固 定 資 産 29,711,179 固 定 負 債 19,980,972

出 資 金 56,307,800

利益剰余金 226,477,303

資本準備金 3,672,201

資 産 合 計 367,524,748 負債・純資産合計 367,524,748

３．損益計算書 ４．剰余金処分案

科　目 金　額（円） 科　目 金　額（円）
事業総利益 108,530,280 法定準備金 6,000,000
事 業 利 益 25,523,527 任意積立金 12,000,000
経 常 利 益 25,738,089 出資配当金 3,941,546
特 別 損 益 0 次期繰越剰余金 10,135,780
税引前当期純利益 25,738,089
当期剰余金 17,536,489
前期繰越剰余金 14,540,837
積立金取崩額（目的内） 0
当期未処分剰余金 32,077,326

議長の中澤　稔様

令和６年度　決算の概要

総代会の様子

  
第
二
十
四
回

　 
通
常
総
代
会
開
催

榛
名
文
化
会
館
　
　
　
　

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

　
総
代
会
提
出
議
案

○
第
一
号
議
案

　
令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借

　
対
照
表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
剰

　
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て

○
第
二
号
議
案

　
令
和
七
年
度
事
業
計
画
書
承
認
に

　
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

　
経
費
の
賦
課
額
及
び
賦
課
金
徴
収

　
時
期
決
定
に
つ
い
て　

○
第
四
号
議
案

　
森
林
整
備
補
助
金
取
扱
手
数
料
率

　
決
定
に
つ
い
て

○
第
五
号
議
案

　
一
組
合
員
に
対
す
る
債
務
保
証
の

　
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

○
第
六
号
議
案

　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ

　
い
て

○
第
七
号
議
案

　
役
員
報
酬
決
定
に
つ
い
て

○
第
八
号
議
案

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
金
融
機
関

　
決
定
に
つ
い
て

○
第
九
号
議
案

　
余
裕
金
に
よ
り
購
入
す
る
金
融
債

　
権
の
種
類
に
つ
い
て

○
第
十
号
議
案

　
増
資
に
つ
い
て

○
第
十
一
号
議
案

　
組
合
員
の
法
定
脱
退
（
除
名
）
に

　
つ
い
て

○
付
帯
決
議

※
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

　
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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☆
機
構
改
革
の
実
施

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
）

　
迅
速
な
意
思
決
定
や
責
任
の
所
在

の
明
確
化
、
管
理
職
の
育
成
と
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
的
に
、

新
た
に
部
制
を
導
入
、
管
理
部
と
事

業
部
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林

認
証
・
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
新
た

な
施
策
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

森
林
経
営
課
に
課
内
室
と
し
て
「
指

導
室
」
を
設
け
ま
し
た
。

☆
職
員
の
採
用

（
令
和
６
年
11
月
１
日
付
け
）

・
管
理
課

　
　
主　
　
事　
　
木
村　
　
遥

☆
職
員
の
昇
任

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
）

・
管
理
部

　
　
部　
　
長（
事
業
部
長
を
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋　
哲
平

　
　
　
　
（
旧
・
森
林
経
営
課
長
）

・
事
業
部
　
森
林
経
営
課

　
　
課　
　
長　
　
宮
田　
直
樹　

　
　
（
旧
・
森
林
経
営
課
長
補
佐
）

・
事
業
部
　
森
林
経
営
課
指
導
室

　
　
室　
　
長　
　
都
𣘺　
正
幸

　
　
（
旧
・
森
林
経
営
課
長
補
佐
）

☆
職
員
の
退
職

（
令
和
７
年
６
月
30
日
付
け
）

・
事
業
部
　
森
林
整
備
課

　
　
課　
　
長　
　
追
川　
寿
明

　
は
じ
め
ま
し
て

　
出
身
は
沼
田
市
で
、
子
ど
も
の
頃

は
祖
父
母
の
暮
ら
す
山
で
自
然
に
親

し
み
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。

　
森
林
は
、
私
に
と
っ
て
身
近
で
大

切
な
存
在
で
す
。
そ
の
森
林
を
守
り

育
て
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
、
林
業

の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
衛
隊
で
の
経
理
業

務
、
県
内
の
医
療
機
関
で
の
総
務
事

務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
務
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
林
業

に
つ
い
て
の
知
識
を
一
日
で
も
早
く

身
に
付
け
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

毎
年
、
賦
課
金
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
徴
収
を
休
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
徴
収
を
休
止
す
る
理
由

　
本
年
六
月
に
開
催
し
た
第
二
十
四

回
総
代
会
で
、
次
の
理
由
に
よ
り
、

今
年
度
の
賦
課
金
徴
収
を
休
止
す
る

方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
財
政
的
な
余
裕
が
あ
り
、
賦
課

　
　
金
な
し
で
も
対
象
事
業
の
経
費

　
　
が
ま
か
な
え
る
見
通
し
が
立
っ

　
　
た
こ
と

二
、
徴
収
や
管
理
に
か
か
る
事
務
負

　
　
担
が
大
き
く
、
業
務
効
率
化
を

　
　
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

　
◆
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

　
組
合
で
は
、
今
後
も
効
率
的
な
運

営
と
健
全
な
財
政
維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
を  

休
止  

し
ま
す

木村　　遥

山林についての
お困りごとは
お気軽に
ご相談ください
　組合員の皆さんの、所有林に関するお困
りごとに職員が対応します。お気軽にご相
談ください。

・所有している山林の場所、境界、樹種
　などがわからない
・伐採や施業（手入れ）をしたいが、ど
　のように進めていいのかわからない
・所有している山林を手放したいなど

　ご相談は、直接ご来所いただくか（電話
で事前予約が必要）、メール、ファクス、電
話で

 メール：info@karasu-mori.jp
 ファクス：027-378-2305
 電　　話：027-378-2030
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▼
実
践
的
能
力
理
事
と
は

　
令
和
三
年
の
森
林
組
合
法
改
正
に

よ
り
、
販
売
事
業
を
行
う
森
林
組
合

に
は
、
販
売
事
業
や
法
人
経
営
に
関

す
る
実
践
的
な
能
力
を
備
え
た
理
事

を
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
こ
れ
を
受
け
て
本
組
合
で
は
、
令

和
三
年
三
月
に
中
島
良
晴
さ
ん
を「
実

践
的
能
力
理
事
」
と
し
て
選
任
し
ま

し
た
。

　
こ
の
理
事
の
役
割
は
、
組
合
の
経

営
能
力
を
強
化
し
、
組
織
の
安
定
性

を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
販
売
・
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
組
合
に
蓄
積
し
、
戦
略
を
立
案
し

て
収
益
性
や
事
業
効
率
を
高
め
、
組

合
員
の
利
益
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
す
。

▼
市
況
リ
ポ
ー
ト
と
い
う

　
新
た
な
試
み

　
販
売
事
業
に
対
す
る
提
言
、
情
報

提
供
と
い
う
本
来
業
務
の
ほ
か
、
理

事
は
毎
月
開
催
さ
れ
る
木
材
市
に
足

を
運
び
、
取
引
の
動
向
を
丹
念
に
把

握
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
ま

と
め
た
「
市
況
リ
ポ
ー
ト
」
は
、
本

組
合
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。
リ
ポ

ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
さ

れ
、
時
に
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
も
交
え

た
内
容
が
「
隠
れ
た
人
気
コ
ン
テ
ン

ツ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
林
業
の
転
換
点
を
体
感

　
中
島
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
、
旧

榛
名
町
下
室
田
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

実
家
は
三
代
に
わ
た
り
製
材
業
を
営

み
、
広
い
山
林
を
所
有
す
る
、
ま
さ

に
林
業
一
家
。
大
学
で
は
林
学
を
専

攻
し
、
卒
業
後
は
群
馬
県
森
林
組
合

連
合
会
に
勤
務
。
長
年
に
わ
た
り
共

販
所
（
木
材
市
）
の
業
務
を
担
い
ま

し
た
。

　
そ
の
勤
務
時
代
、
日
本
の
林
業
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
半
ば
は
「
国
産
材

の
黄
金
期
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
、

木
材
は
市
場
に
並
べ
ば
す
べ
て
落
札

さ
れ
、
山
主
の
手
取
り
も
今
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
安
価
な
外
国

産
材
の
流
入
や
住
宅
建
築
様
式
の
変

化
に
よ
り
、
国
産
材
の
価
格
は
下
落
。

質
を
重
ん
じ
た
木
材
生
産
か
ら
、
量

や
コ
ス
ト
を
優
先
す
る
時
代
へ
と
移

り
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
汗
水
た
ら
し
て
育
て
た
木
が
、

燃
料
用
の
チ
ッ
プ
と
し
て
し
か
使
わ

れ
な
い
現
実
は
、
先
人
た
ち
も
想
像

だ
に
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
中

島
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

▼
使
い
道
を
意
識
し
た

　
造
材
が
大
切

　
現
在
の
国
産
材
価
格
で
は
、
林
業

が
自
立
的
に
成
り
立
つ
の
は
難
し
く
、

補
助
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
補
助
金
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
何
と

か
山
林
所
有
者
に
利
益
を
還
元
で
き

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
一
方
で
、
素
材
生
産
の
現
場
で
は

効
率
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
る
あ
ま
り
、

実
際
に
木
を
扱
う
市
場
や
需
要
者
と

の
距
離
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
森
林
組
合
と
し
て
の
役

割
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
『
木
の
使
い
道
』
を

し
っ
か
り
と
意
識
し
、

多
様
な
買
い
手
や
供

給
先
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
造
材
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
木
を
見
て
、
そ
の

特
性
に
応
じ
た
使
い

道
を
考
え
る
こ
と
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
の
林

業
に
欠
か
せ
な
い
視

点
で
す
。」と
熱
い
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

シン
くみ あい びと

組 合 人
第２回

～新たな事業を展開している
　　　組合員を紹介します～

木
を
見
て
未
来
を
描
く

中
島
　
良
晴 

さ
ん

（
実
践
的
能
力
理
事
）
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出資配当を実施します今年度も・・・・

　組合員の皆さんのご協力や効率的な組合運営により、今年度も多額の剰余金を計上するこ
とができました。
　そこで、組合では組合員サービス向上のため、昨年度に続き出資配当を行うことになりま
した。

配当の経緯
　本年６月２7日に開催した総代会では、組合員の出資口数に応じ７％の出資配当を行うこ
と、及び出資配当金は出資金に振り替え、組合の経営基盤の強化のための増資を行うことに
ついて承認をいただきました。

今後の手続き
　・組合員ごとの出資金・出資配当金の状況は、書面で報告いたします。
　・出資配当金は増資のために出資金に振り替えることを原則としますが、総代会終了日（６
　　月27日）から６か月以内（12月26日まで）に、払い戻し請求があったときは、その
　　全部または一部を払い戻すことができます。
　・出資預り金で出資金１口に満たない金額については、引き続き出資預り金として組合が
　　管理します。

　
森
林
は
、
水
源
の
涵
養
や
災
害
の

防
止
な
ど
の
大
切
な
役
割
を
も
ち
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
こ
の
森
林
を
保
全
す

る
こ
と
に
よ
り
、
清
ら
か
で
豊
か
な

水
を
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
と
、「
群
馬
県
水
源
地

域
保
全
条
例
」
を
平
成
二
十
四
年
に

制
定
し
ま
し
た
。

　
群
馬
県
水
源
地
域
内
の
森
林
に
つ

い
て
、
土
地
売
買
等
の
契
約
を
結
ぼ

う
と
す
る
と
き
は
、
契
約
予
定
日
の

三
十
日
前
ま
で
に
、
契
約
当
事
者
の

氏
名
・
住
所
・
契
約
後
の
利
用
目
的

等
を
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

■
届
け
出
は
、
誰
が
？

　
ど
の
よ
う
に
す
る
の
？

　
現
在
の
所
有
者
（
譲
渡
人
）
等
が
、

当
該
土
地
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
県

環
境
森
林
事
務
所
（
森
林
事
務
所
）

に
届
け
出
ま
す
。

■
群
馬
県
水
源
地
域
の
森
林
と
は
？

　
高
崎
市
で
は
、
石
原
町
、
寺
尾
町
、

乗
附
町
、
鼻
高
町
、
根
小
屋
町
、
城

山
町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
倉
渕
地
域

全
域
、
箕
郷
地
域
全
域
、
榛
名
地
域

全
域
、
吉
井
地
域
全
域
が
群
馬
県
水

源
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

中
の
民
有
林
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
届
け
出
・
お
問
い
合
わ
せ

　
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

　
群
馬
県
西
部
環
境
森
林
事
務
所

　
☎
３
２
３－

４
０
２
１

森
林
の
土
地
売
買
を
行
う
際
は

　
　
　
　
　
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
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組合の存在意義と使命を明らかにする

経営理念と行動指針を策定しました

経営理念

行動指針

「森林のもてる力を最大限に引き出し、
　　職員の力を結集して、持続可能な地域をつくる」

　本組合では、令和６年９月に「経営理念」と「行動指針」を新たに制定しました。
　これらは、本組合が「何のために存在し」「今後、どのように行動するのか」を明らかにし、
組合員・役職員が一丸となって進むための道しるべとなるものです。

経営理念を実現するため、次の５つの行動指針を掲げ、日常業務の中で実践していきます。

１．安全で効率的な事業の展開
　安全を最優先し、最新技術と先人の知恵を柔軟に活かし、収益性と職員の幸福度を高める
経営をめざします。

２．次世代を担う職員の育成
　人材を最も大切な資源ととらえ、技術とリーダーシップを備えた人材の育成に積極的に取
り組みます。

３．コミュニケーションの強化と開かれた経営
　職員間の情報共有と対話を大切にし、時代の変化に柔軟に対応できる組織をつくります。

４．組合員サービスと社会貢献の推進
　質の高いサービスを通じて組合員の森林への関心を高め、森林の公益的機能を通じて地域
社会に貢献します。

５．持続可能な森林経営の推進
　森林の環境保全と経済活動の両立を図り、次代につなげる持続的な森林活用を進めます。

　これらの理念と指針を、日常の行動の中で実践することこそが、組合の歩みを支える根幹
です。
　これからも、地域に根差し、森とともに、また組合員の皆さんとともに歩む森林組合であ
り続けます。

　私たちは、森林の持つ多様な価値、機能を最大限に生かし、職員一人一人の力を結集して、
自然と調和し、将来の世代に引き継がれる、豊かな地域をつくることを目指します。

※持続可能な地域とは
　地域の自然環境や文化、コミュニティーを守りながら、将来
　の世代にわたって豊かな生活環境が維持できる地域
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本
年
一
月
十
八
日
、
高
崎
市
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
主
催
：
高
崎
青
年

会
議
所
）
に
、
本
組
合
の 
森
林
経
営

課
石
井
宏
一
郎
主
任
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
つ
く

る
時
代
か
ら
つ
な
ぐ
社
会
へ
」。こ
れ

か
ら
の
循
環
型
社
会
、
そ
し
て
持
続

可
能
な
未
来
の
実
現
に
向
け
て
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
に
行

動
す
べ
き
か
を
考
え
る
場
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
も
の
で
す
。

●
林
業
現
場
か
ら
の
視
点
で
発
表

　
当
日
は
、
元
環
境
事
務
次
官
の
中

井
徳
太
郎
氏
や
、
群
馬
住
み
ま
す
芸

人
の
ア
ン
カ
ン
ミ
ン
カ
ン
富
所
哲
平

氏
ら
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
環
境
や
地
域
、
未
来
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
石
井
主
任
は
「
持
続
可
能
な
森
林

と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
林
の

多
面
的
機
能
や
循
環
利
用
の
重
要
性
、

そ
し
て
地
域
の
森
林
を
守
り
育
て
る

組
合
の
役
割
に
つ
い
て
発
表
。「
木
を

伐
る
こ
と
＝
破
壊
で
は
な
く
、
適
切

な
管
理
こ
そ
が
次
世
代
へ
の
資
源
の

継
承
に
な
る
」
と
、
林
業
の
現
場
か

ら
の
視
点
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
地
域
の
未
来
を
考
え
る
多
様
な
立

場
の
人
々
が
意
見
を
交
わ
す
中
、
森

林
の
重
要
性
と
林
業
の
意
義
を
発
信

で
き
た
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
十
月
、
役
員
・
職
員
合
わ
せ

て
三
十
六
名
が
参
加
し
、
合
同
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
、
森
林
組
合
の
先
進

的
な
取
組
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

利
根
郡
川
場
村
内
の
二
つ
の
施
設
を

訪
問
し
ま
し
た
。

●
地
元
木
材
を
活
用
し
た

　
複
合
施
設
「
川
場
ベ
ー
ス
」

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
令
和
五
年

十
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
複
合
施

設
「
川
場
ベ
ー
ス
」
で
す
。
役
場
・

議
会
・
子
ど
も
の
学
習
室
・
多
目
的

ホ
ー
ル
・
防
災
倉
庫
な
ど
が
一
体
と

な
っ
た
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
地
元
産

の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
木
の

温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
暖
房
に
は
地
元
産
の
木
質

チ
ッ
プ
を
活
用
し
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
利
根
沼
田
森
林
組
合
長

で
も
あ
る
川
場
村
の
外
山
京
太
郎
村

長
が
、
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

直
々
に
施
設
を
案
内
し
説
明
し
て
く

れ
ま
ま
し
た
。
地
域
と
森
林
資
源
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み

に
、
参
加
者
一
同
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

●
先
進
的
な
取
り
組
み
が
進
む

　
「
利
根
沼
田
森
林
組
合
」

　
続
い
て
訪
問
し
た
の
は
、
県
内
十

五
組
合
の
中
で
も
先
駆
的
に
多
様
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
利
根
沼
田

森
林
組
合
で
す
。
森
林
認
証
や
J－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
な
ど
、
森
林
の
公

益
的
機
能
を
活
か
し
た
先
進
事
例
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
初
は
視
察
研
修
の
予
定
で
し
た

が
、
話
が
盛
り
上
が
り
、
気
が
付
け

ば
意
見
交
換
会
の
よ
う
な
形
に
。
結

果
と
し
て
施
設
見
学
の
時
間
は
限
ら

れ
ま
し
た
が
、
互
い
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
得
た
知
見
は
、
本

組
合
の
今
後
の
事
業
展
開
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

本
組
合
職
員
が
登
壇

　
― 
持
続
可
能
な

　
　
　
森
林
経
営
を
発
信 

―

役職員
　合同研修会
　　　　を開催
～地域資源を
　活かした先進的な
　　　　取組に学ぶ～

美しい木組みの川場ベース

森林・林業の大切さを発表

利根沼田森林組合での
意見交換
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昨
年
十
二
月
十
二
日
、
組
合
会
議

室
に
お
い
て
、
高
崎
市
等
広
域
消
防

局
と
た
か
さ
き
消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
本
組

合
職
員
を
対
象
と
し
た
緊
急
時
通
報

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
通
信
デ
モ
機
を
使
用
し
、

実
際
の
通
報
を
想
定
し
て
状
況
報
告

や
負
傷
者
の
状
態
説
明
、
位
置
情
報

の
伝
達
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
過
去
の
事
故
事
例
を
取
り
上
げ
る

こ
と
で
、
現
場
で
起
こ
り
得
る
事
態

を
リ
ア
ル
に
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
は

　
有
効
な
手
段

　
特
に
山
で
の
事
故
で
は
「
ど
こ
で

発
生
し
た
か
」
を
正
確
に
伝
え
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し

位
置
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
、
今
後

の
対
応
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

◆
身
近
に
あ
る
も
の
で
圧
迫
止
血

　
応
急
処
置
訓
練
で
は
「
圧
迫
止
血

法
」
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
た
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
山
で
の
事
故
を

想
定
し
、
三
角
巾
が
な
く
て
も
タ
オ

ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
代
用
で
き
る
な

ど
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
活
か
し
た

応
急
対
応
の
方
法
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
の
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
体
験
で
き
、
非
常
に
実
践
的
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
度
は
組
合
職
員
が
伐
倒
指
導

　
後
日
、
今
度
は
本
組
合
職
員
が
講

師
と
な
り
、
業
務
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
を

使
用
す
る
消
防
局
職
員
を
対
象
に
、

「
伐
倒
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
屋
外
で
行
わ
れ
た
研
修
で
は
、
ソ

ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
や
基
本
的
な

操
作
方
法
に
つ
い
て
、
座
学
と
実
技

を
交
え
て
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
切
れ
味
に
驚
き

　
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
バ
ー
が
挟
ま
れ

な
い
切
り
方
」
等
の
質
問
に
応
じ
る

形
で
、
安
全
な
作
業
手
順
を
解
説
。

　
目
立
て
の
終
わ
っ
て
い
る
本
組
合

の
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
伐
倒
体
験

で
は
、
そ
の
切
れ
味
に
、
参
加
者
全

員
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。

◆
連
携
を
通
じ
対
応
力
向
上

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
、
消
防
機
関

と
の
連
携
の
重
要
性
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
危
機

対
応
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
訓
練
を
行
い
、

現
場
で
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

救う技と倒す技
　　教え合いました
～消防局と連携し
　　　　研修会を開催～ダミーの傷を腕に着け止血法を習得

森林整備課職員がチェンソーによる伐倒を指導

緊張しながら司令室へ通報
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組
合
で
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
に
賛

同
し
、「
森
林
を
守
る
思
い
を
、
森
林

を
守
る
資
金
に
託
し
て
」
と
い
う
観

点
か
ら
投
資
を
行
い
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
五
年
満
期
債
と
十

年
満
期
債
を
合
わ
せ
計
六
千
万
円
の

投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
に
は
、
次
の
二

つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

一
、
地
域
の
森
林
環
境
整
備
・

　
　
脱
炭
素
へ
の
貢
献

　
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
県

内
で
森
林
環
境
整
備
や
気
候
変
動
対

策
が
進
む
こ
と
は
、
組
合
の
理
念
と

深
く
重
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の

投
資
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
地
域
の

森
林
や
自
然
環
境
の
保
全
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

二
、
安
全
性
の
高
い
資
金
運
用

　
　
に
よ
る
収
益
確
保

　
県
債
は
元
本
と
利
息
の
支
払
い
に

対
す
る
信
頼
性
が
高
く
、
安
全
性
の

高
い
運
用
先
で
す
。
得
ら
れ
た
利
息

収
入
は
、
今
後
の
森
林
整
備
や
組
合

の
事
業
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
組
合
で
は
今
後
も
、「
森
林
を
守
る
」

視
点
と
「
安
定
し
た
経
営
」
の
両
立

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
や
環
境
に
貢

献
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　　
本
組
合
で
は
、
本
年
七
月
、
組
合

の
余
裕
資
金
を
活
用
し
群
馬
県
が
発

行
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
（
環
境

債
）」を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
森
林

環
境
の
整
備
や
河
川
整
備
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
、
集
め
ら

れ
た
資
金
が
環
境
保
全
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
県
の
施
策
に
活

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

今
後
も
所
有
林
へ
の
関
心
を

高
め
る
機
会
を

　
組
合
で
は
、
今
後
も
山
林
へ
の
理

解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
地

図
閲
覧
は
、遠
方
に
お
住
ま
い
の
人

や
普
段
な
か
な
か
山
林
に
足
を
運
べ

な
い
人
に
も
有
効
な
手
段
で
す
。
今

回
の
講
習
が
、所
有
林
と
の
〝
つ
な

が
り
〞
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
十
二
月
八
日
、
組
合
員

を
対
象
に
「
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
所
有

林
を
探
そ
う
」
と
題
し
た
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
が
所
有
す
る
山
林
に
つ
い
て
、「
場

所
が
分
か
ら
な
い
」「
境
界
が
は
っ
き

り
し
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
企

画
し
た
も
の
で
す
。

地
図
ビ
ュ
ー
ア
の
使
い
方
を
実
践

　
当
日
の
参
加
者
は
十
名
。
は
じ
め

に
、
令
和
五
年
か
ら
一
般
に
無
償
公

開
さ
れ
て
い
る
法
務
局
の
地
図
デ
ー

タ
と
、
株
式
会
社
マ
ッ
プ
ル
が
提
供

す
る
「
M
A
P
P
L
E
法
務
局
地
図

ビ
ュ
ー
ア
」
の
使
い
方
に
つ
い
て
組

合
か
ら
説
明
し
た
後
、
実
際
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
所
有
林
の

位
置
や
境
界
線
を
画
面
上
で
確
認
す

る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
の
山
が
〝
見
え
る
〞
体
験

　
「
思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
に
確
認

で
き
た
」
「
こ
れ
な
ら
自
分
で
も
山

林
の
場
所
を
探
せ
そ
う
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高

環境問題解決に、
本組合も一役

群馬県
グリーン
ボンドを購入

ス
マ
ホ
で
山
を
探
す
講
習
会
開
催

〜
所
有
林
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
か
ら
〜

森林環境の整備にもつながります

スマホを使って境界線確認
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？ ？

　
群
馬
県
で
は
、
森
林
の
多
面
的
な

機
能
を
守
り
、
次
世
代
へ
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民

税
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
額

は
均
等
割
で
一
人
年
額
七
〇
〇
円
。

　
県
民
が
広
く
負
担
し
て
い
る
こ
の

税
金
は
、「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
」

に
積
み
立
て
ら
れ
、
森
林
の
整
備
や

保
全
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
や
里
山
保
全
、
竹
林

対
策
も

　
具
体
的
に
は
、
水
源
地
域
や
森
林

経
営
が
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
場
所

に
あ
る
人
工
林
で
は
、
主
に
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
行
い
、
下
草
等
の
下

層
植
生
を
回
復
さ
せ
、
災
害
防
止
や

水
資
源
の
保
全
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
主
体
と
な
る
提

案
型
事
業
で
は
、
里
山
の
再
生
や
近

年
問
題
に
な
っ
て
い
る
竹
林
の
伐
採

・
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
事
業
後
に
地
域
団
体
が
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
が
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。

森
林
の
大
切
さ
を
学
ぶ
取
組
も

　
さ
ら
に
、
森
林
環
境
教
育
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
、
県
民

が
森
と
触
れ
合
い
、
森
林
の
大
切
さ

を
学
ぶ
取
組
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
ら
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
群

馬
の
豊
か
な
森
林
を
未
来
に
つ
な
ぐ

大
切
な
一
歩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
実
施
の
際
に
は
、
組
合
か
ら

皆
さ
ん
に
お
声
が
け
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
高
崎
市
役
所
南
側
に
「
サ
ク
ラ
の

名
所
」
高
崎
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
公
園
の
西
側
に
根
を
下
ろ
す
ハ
ク

モ
ク
レ
ン
は
、
春
に
は
純
白
の
花
を

咲
か
せ
、人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
が
植
え
ら
れ

た
の
は
、
一
六
一
九
年
。
当
時
の
高

崎
藩
主
が
「
良
善
寺
」
の
建
立
に
合

わ
せ
、
そ
の
境
内
に
植
え
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
樹
高
は
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幹
周

は
四
、
二
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
ま
す
。

　
一
九
五
二
年
に
は
群
馬
県
指
定
天

然
記
念
物
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
都
と
し
て
繁
栄
し
た
江
戸
期
、

鉄
道
開
通
と
繭
で
栄
え
た
明
治
期
、

十
五
連
隊
が
置
か
れ
軍
都
と
し
て
の

顔
を
持
っ
た
大
正
・
昭
和
期
、
そ
の

後
の
交
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
た

高
崎
の
四
百
年
を
見
守
っ
て
き
ま
し

た
。

ぐんま緑の県民税と
ぐんま緑の県民基金事業について

林業教室⑥

連 載

烏川流域の巨樹・巨木
高崎公園のハクモクレン
高崎のまちの変遷を400年見守る巨樹

Vol.6

巨樹・巨木は、その地域の歴史とともに歩み、文化を育んで
きた地域の宝です。組合の管内にも多くの巨樹・巨木があり
ます。管内の木々を皆さんに紹介します。

高崎に春の訪れを告げ400年
写真提供：高崎市教育委員会

水を育み、災害に強い森林づくり

11 烏川流域森林組合

2025.10



皆様の大切な森林を守ります

 

目
立
て
講
習
会

　
　
　
　
開
催
に
つ
い
て

　
今
年
も
、
組
合
員
様
向
け
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
と
刈
払
機
の
目
立
て
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
に
て
事

前
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
番
号

は
本
ペ
ー
ジ
下
部
記
載
）

【
日
　
時
】

令
和
七
年
十
二
月
六
日
（
土
）

・
第
一
部
…
午
前
九
時
〇
〇
分
か
ら

・
第
二
部
…
午
前
十
時
三
〇
分
か
ら

　
※
各
部
定
員　
十
名

【
場
　
所
】

烏
川
流
域
森
林
組
合
の
倉
庫
前

（
本
組
合
事
務
所
の
裏
手
）

【
持
ち
物
】

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機

目
立
て
道
具
（
丸
ヤ
ス
リ
等
）

【
そ
の
他
】

目
立
て
道
具
等
の
販
売
・
注
文
も
行

い
ま
す
。

◆
組
合
員
資
格
の

　
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

　
相
続
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
組
合
員

情
報
（
名
義
・
住
所
・
電
話
番
号
・

所
有
森
林
面
積 

等
）
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
、
森
林
組
合
へ
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
管
理
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
補
足
：
市
役
所
や
法
務
局
へ
の
相
続
手

続
き
や
登
記
手
続
き
が
お
済
み
の
場
合
で

も
、
市
役
所
や
法
務
局
か
ら
森
林
組
合
に

対
し
そ
の
情
報
が
通
知
さ
れ
て
く
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。）

◆
立
木
の
伐
採
申
請

　
　 

手
続
き
に
つ
い
て

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、

森
林
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
に
対

し
て
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
出
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い

る
区
域
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、

必
ず
届
出
書
も
し
く
は
許
可
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
森
林
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
購
買
品
の
ご
案
内

　
刈
払
機
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
、
ナ
タ
、

ノ
コ
、
熊
ベ
ル
の
ほ
か
各
種
林
業
資

材
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

苗
木
の
注
文
を
承
り
ま
す

　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
コ

ナ
ラ
等
の
苗
木
の
注
文
を
承
り
ま
す
。

来
春
に
植
栽
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
苗
木
価
格

が
決
ま
り
次
第
、
注
文
用
紙
を
送
付

い
た
し
ま
す
（
二
月
頃
予
定
）。

　
な
お
、
樹
種
に
よ
っ
て
は
品
薄
の

た
め
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◆
木
竹
粉
砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）

　
の
貸
出
し
に
つ
い
て

　
木
竹
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
の
貸

出
し
（
有
料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
貸
出
し
の
詳
細
は
、
組
合
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
の
事
業
に
は
利
用
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
木
竹
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
の
貸

　
出
し
は
、
高
崎
市
か
ら
委
託
を
受

　
け
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

烏川流域森林組合
〒370-3402　高崎市倉渕町三ノ倉303
TEL 027-378-2030  FAX 027-378-2305
URL https://karasu-mori.jp/

森
林
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
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